
生域）にしばしばみられる緩斜面と棚田，中腹に点  

在する人家といった“桃源郷”のような景観が多く  

の日本人に好まれ，昨今の棚田ブームにつながって  

いることや，一時代前に成立した里山の保全が強く  

求められていることからも理解できる．しかし住宅  

に覆われた現代の都市近郊の斜面景観の多くは，  

「自然と人間が調和した風景」からはおよそかけ離  

れており，これらをどのように軌道修正していくか  

は今後の斜面工学の課題になるであろう．   

ところで新潟県中越地震から3年余たった現在，  

斜面崩壊で大きな被害を受けた旧山古志村にも，桃  

源郷のような棚田景観が戻ってきているという．中  

には住み慣れた土地を離れ，新しい場所での生活を  

余儀なくされている人もいるであろうが，全体とし  

て復興の方向に進んでいるのは喜ばしいことである．  

人は自然災害に出会ったり，住んでいる家が活断層  

の真上にあることがわかったとしても，あっさりと  

住み慣れた土地を離れることはできないものであろ  

う．そうであるならば，何かことが起こった後で  

「まさか私が住んでいる場所で，こんな災害が起こ  

るとは思わなかった！」と嘆くことがないよう，日  

頃から身近な地域がどのようなところなのかを正し  

く知り，日々の生活や防災への心構えを築くことが  

必要であり（埋立地の高層住宅に住む評者にとって  

も人ごとではない），本書はそのようなことをまじ  

めに考えている人への指針となる書である．  

（八木令子）  

ヴィルヘルム・フォン・フンボルト著，村岡晋一  

訳：双数について．新書館，2006年，222p。  

2，800円．  

ゲィルヘルム・フォン・フンボルトは地理学者に  

よく知られた人物である．そう，それはもちろん，  

アレクサンダー・フォン・フンボルトの兄としてで  

あるが，意外に私たちはヴィルヘルムについては言  

語学者という肩書きしか知らない．   

評者も当然のように同じ認識であったし，それ以  

上を必要としなかった．しかし，新刊書として本書  

を書店で見かけ，「双数」という馴染みのない言葉  

に興味本位で本書を手に取り開いてみたのであるが，  

目次をみて驚愕した．私の目をとらえたのは本書に  

収められた第2論文のタイトルであり，それは「い  

くつかの言語における場所の副詞と人称代名詞の類  

縁性について」というものである．評者はかってか  

ら場所の言語的構築という問題について考えてきた  

こともあり，本書は単に地理学者フンボルトの実兄  

への好奇心だけにとどまらず，「言語論的転回」が  

にわかに論じられるようになってきた今日の地理学  

が直接的に参照すべき文献ではないかとの期待を込  

めて読み始めた．   

私のその予想は，読後，予想以上のものであるこ  

とが判明する．本書は大きく分けて二つの側面から，  

少し細かく分けると三つの側面から紹介する価値が  

あると思う．一つには，著者の言語観についてであ  

り，これは本書を翻訳・紹介しようという訳者の意  

図を通じて理解することができる．本書はフンボル  

トの生前にその形を成していたものではなく，本書  

に収められたのはいずれも1827年から1829年とい  

う晩年に発展された議論である．  

「双数について」と「いくつかの言語における場  

所の副詞と人称代名詞の類縁性について」はそれぞ  

れベルリン王立科学アカデミーで行われた講演であ  

り，「人間の言語構造の相違について」は全3章の  

草稿のうち1，2章の訳出である．ここで訳者は，  

これらの文章が「フンボルトのもっとも独創的な言  

語観」（p．180）を示しているものとして，そして  

それはこれまでのフンボルト研究では決して重視さ  

れず，これらで展開されるフンボルトの議論は近年  

パフチンの再読を通して注目されている対話的言語  

論の先馬区的存在であるという．   

このように，まず本書を通じて訳者が伝えようと  

する，フンボルトによる言語についての本質論は，  

言語的転回を目指す地理学者にとって，パフチンと  

ともに言語の根源的特徴を理解する上で有用である  

といえる．その対話的言語観がよくわかる文章を多  

少長いが引用してみたい．「すべての言語活動は対  

話にもとづいており，対話においては，語るひとは，  

たとえ語りかけられるひとが何人いようと，つねに  

彼らを単一なものとみなして，彼らと向かいあう．  

人間は，、たとえ心のなかで語るときにも，ある他者  

とのみ語りあう」（p．30）．   

次に，これら三つの論文はきわめて言語地理学研  

究に類似しているということ．さらに，それは今日  

の文化地理学が二つの側面を持っているということ  

と一致するような二つの側面を持っている．すなわ  

ち，一つの側面は言語の地理的分布，および各言語  

間の差異についてである．そして，もう一つは言語  

－942－   
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ともかく，本書は言語というもの′がいかに多様で，  

複雑なものであるかを思い知らせてくれる．そんな  

一文を引用してこの拙い紹介文を終わりにしよう．  

「すべての理解はつねに同時に非理解であり，思考  

と感情におけるあらゆる一致は同時にひとっの帝離  

でもあって，これは実生活においてもみごとに活用  

できる真理である」（p．168）．  

注   

1）三つ組みに執拗にこだわったエーコ・シービオ  

ク（1990）による，ユーモアに富んだ尭想は非常   

に興味深い．  
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